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を最大化するものとする。 ここで P，は財の価格を示している。 価格 P，
のもとでの各企業の最通産出量 q;*は，
dG. (3) 宥 =Rzt=o-q内川)， qi*'>O 
より決定され，また，その時の利潤 (1I，*)は，
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取引することは可能であり， また (4)および (5)より IIB*'>Oおよび
IIB*(九)=0であるから，良質品と表示された財の価格がちよりも高いかぎ
2) 仮に Fσ三P.であれば，低質品は需要されない。もっとも，モデルの想定のもとでは.Pa>PIJ 
となる.





























































5) ここでの“退出"という用語法については， Hirschman (3)を書照。









と示きれる。ここで，Aは外生的に決定される広告費 rは割引率J また PG
はプヲンドをともなう良質品の取引価格である円。 (6)式右辺の第1項は，参
入時において良質品を低質品の市場価格で取引する場合の利潤を示しており，






手 IIG*C九) IIG'九(7) V，=O ー →I:~手私与さ手= I.l .ム土旦ム=A -1I G*(1'.) 
t=t (1+け a
が成立し，これより，プランドのもとでの良質晶の取引価格 fもが決定される。
またここで A二~O および IIG*(九〕くO であるから，最後の等式の右辺は正と






7) 九は， (6)式で定義された V，をoとお〈ことによって決定されるものであり. (4)式
と比睦すれば明らかなように• Poとは異なる.この点位ついては後述する.
8) 第 0期での良質品の生産量 q(l*(PB) は.利潤極大化長件より.肢売価格 I'.と限界費用と
が一致する点で決定される二の時 II(l*(FB)>-Fを充たすものとする。







価格九で取引する場合の利潤であ b. また第3項は， 低質品を良質品価格
Pο で取引することからの利潤である。 V，=oであるから， もし V.>oであ
るならば，上述のような不正直な取引は売手にとって割に合うものとなり，そ
れゆえ不正直な取引は排除されず，プランドは有効ではないということになる。
(7)を (8)に代入L.また (5) より IIB*(P.)=Oを考慮すれば，
(9) 九二(1十r)"[(IIG*(P') -A)(l +r) + IIBべPF)]
= (l+r)→[II G* Ciミ~)-A-IIG*くFG) 十 IIB*(FG)] 
= (l+r)-'[ {II B*(去の II B*(P，)}-{IIG*(PG) -II Gキci三)}-A]
i r九rdIIB* dIIー*l.~ " 1 =~I I:'"~ -';長一一!.!:..!2.ー fdP-AIl+r LJ P. l dP dP J-' "J 
1 ，rI'o， __~" _~ .1 
=官71jpjqtくP)-qG来的}dP-AJ
が導かれる。それゆえ，もしAが適当に小さければ. (1)の仮定より q.ペめ






























a.fi IVl=O Ila*'CPo) 
であるから， ζれを代入し 1l<*~(Pa)=q'*(PfiJ) を考慮すれぽ，
dV2 r Qn*CP，) . 耳=，芋子主否
となり，一般的には符号は確定しない@じかし.上式から判るように，割引事 f が小さし ま
た同一価格のもとで白良質品と低質品の最適産出量に大きな差がないのであれば， dV，/dAくO
となるから，広告費の増加は不正直な取ヲlを抑制することになるa







(12) V2=llGキ(た)-z十1EZ百 ι，{llG*(FG)+rz}+" ~-てすIIB*(FG) ~(1ートr)' く1十 r}l
と示されよう。この時， 九三~v， =o が充たされるならば，不正直な取引は売手
にとって割に合わないものとなり， 排除されることになる。 この条件は， (11) 
および (12)より，
く13) 玖九=孟ヰ害予主主ー 警察










































11) 情報の不完主性と信用割当については，例えば Jaffccaild E.u田 cl(5)を毒照のこと。

















確率の小さい労働者のみを選別することはできないであろうの Salop and 




















( 1) Akerlof， G. A.“ The Market for Lemons; Quality Uncertainty and Market 
Mechanis由 Quarterly.hο1. rnal 0/ Econom叫ん Vol.84， No， 3， 1970. 
仁2) Alchian， A. A. and Demsetz， H “Production， Information Cost and Eco 
nomic Organization "， American Economic Revieω， Vol. 62， No， 5， 1972 
(3) Hirsch田a山A.O. Exit，お ιce，alld Loyalty 三浦隆之訳「組織社会り論理
構造」ミネルヴァ書房昭和50年。
(4) 伊丹敬之内部組織り経済学と金融取引「経済セミナーJ1977年， 10月号。
(5) Jaffee， D. M. and Russel， T “Imperfect Information， Uncertainty and 
Credit Rationing七QuarterlyJournal 01 Economics. Vol. 90， No. 4， 1976 
(6) Rocoff， H “The Free Banking Era; A Reexamination "，Journal of且1oney，
Banking田 zdCredit， Vol. 6， No. 2， 1974 
(7)、Salop，J. and Salop， S.“Self-Selection and Turnover in the Labor Market"， 
Quarterly Journal 0/ Economics， Vol. 90， No. 4， 1976 
